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1，緒寄

八代雄蔵

坂倉正之

立枯病についてはその被告の烈しいことから最近各所で研究が進められ、特に伊藤博士①は立

枯病の本質、病害の発見、被害、駆除方法等につき詳細に述べられ、叉四手弁網英、塩田勇雨氏

<liは施肥に依るカラマyの立枯府躍病度の影響を調査しi報告されてゐるo更に現在農相、省材業試

験場では木酷液に依る駆除方法を員験中であって拒結果を得てゐるとの事で、一日も宇く麓防方

法の確立するのを獄侍してゐる。山梨臨でも最近その被告が大きく、現状では完全なものではな

くともいくらかでもその被害を軽獄する必要に迫られ、現在誌験中であるが、以下その成績を報

告して栴1鞭たつをお願ひ致したい。能之については説在も獄験蹟行中でその結果は遂次報告する

諜定である。

本試験を実行するにあたり4、野馨氏は絶大なる柏!援助を与へられ、叉香山霊氏は言i算に多大の

柏!便宜を与へられた。此所に特記してw甚なる敬意を表する次第である。

2，立枯抗菌及びその病徴並他への伝播

① 立枯病菌の著名な属名は伊藤博士 に依れば次の通りである。

藻菌類くPhycomycetes): Pythium属、 Phytophthora属

子義菌類 (Aseomycetes): Rhizina属、 Ophiobolus属
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捨子菌類くBasidiomycetes): Hypochnus属、 Corticium属

不完全菌類くFungiImpertecti) : Fusarium属、 Rhizoctonia属、 Botrytis属

筆者等が岳麓附近の被害苗畑からくアカマ Y及びカラマ~)採取した擢病苗から分離した菌は

Fusarium属が多く、 Rhizoctonia属は比較的少なかったロその為筆者等の実験は殆どFusari.. 

um属について行はれるに到ったロ

その病徴についても伊藤博士①は地中腐散型、倒伏型、首腐型及び根腐型に分類してゐるロ筆

者等の I人がpotに各100粒宛アカマラYを擢種して発芽したものについてその病徴を調査した所

次表の様な結果を得た。

第 1 表

言¥竺競I1 I 2 I 31~4 ~I ~T--~T 7 1 8 1 9 110 111 112 I計|備 考|

倒伏型 l|J3145I31151|釦 1481l43|ぉ|45128l|回1581岨71
首腐型 15 I 2 1 7 112 119 J 10 116 1 38 I 6 I 7 ¥12 114 I 158 J 
根腐型 116[ 24 J 16 121 110 I 241 27 -1 20L~E)__1 39 I 7 110 I 250 1 
計 i刈fl1 54 I 84 .1 59 I 82 I 86 1 83 1 77 LzJ川副 905..1
上表に依ると倒伏裂が最も多く表はれてゐる。街地中腐敗型は当然あり得るものと思はれる

が、此の調査では確認出来なかった。

立枯病の伝染についてL.F.Roぬ及びA.J.Riker氏①は次の様に説明してゐるo即ち局部的の

懐病苗から次へのお:がりは普通土壊を通じて行はれるロ Pythiumは苗床でよくひろがり、又僅

ではあるが下方に延びる。 Rhizoctoniaは最初の感染点から 1~2B尽放射状に苗を殺し乍ら不規則

な酪々闘い斑点となって伝発する。 1の苗畑の1ヲlockから倍への伝染は、菌は普通道具、水、叉

~t風で運ばれる、既に汚染された土に依り行はれる'0

3，培養基上の試験

催病カラマヅ苗を鑑紙に7.Kを浸してシヤ戸レ戸中に入れ、それを 1日間250cに保ち、発生した

菌糸を玉ネギ煎汁寒天主g1主基上Iて君、拡培養し、それに殺菌7.Kを加へ小型分生臨子の懸濁液を作

り、一白金耳あて次の寒天培養基上に主主植してその発育状況を調査した。此の時の培養温皮は26

Oc期間は5日間である。

A 土壌市!汁寒天培養基

苗畑土蕗煎汁 1000cc 

燐酸ニ加里 O.5g 
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実 天 2% 

空中薗糸は白色、極めてうずく簡伏状、接種部周辺は{華に密であるが、緑辺部は疎で糸状を呈

L、南叢平均I宜経47.5mm

B 玉モロコシ煎汁寒天培養基

ト円モロコシ 300g 

水・ 1000cc 

寒天 2% 

空中菌糸うすし接種部は僅に密。寒天中心部はや L淡紫色で、菌議平均直経50，Omm

C 人少ν煎汁寒天培養基

人ジジ 、 200g

71< 1000cc 

5理天 2% 

空中国糸は濃密で綿毛状を旦し菌糸は白色、中心部ややr&箆色、菌叢平均直経40.5mm

D 馬鈴薯煎汁寒天培養基

馬鈴薯 200g 

際、糖 20g

71<: 1000cc 

寒天 2% 

菌叢中心部は密で白色。綿毛状を呈し、緑辺部は糸状口菌叢平均直経48.1mm

4，菌糸の発育と71<:素イオνの濃度

水素イオコノの濃度は立枯病の発現に非常に関係してゐると云はれ、縄井博士①はP.H7以上の

時は大害があり、特に Pythium，RhizoctoniaはP.H・5叉はそれ以下の時には甚しい害はま

れであって、前者は P.H・5.8以上のところが発育に良好で、後者は P.H.5.8以下のところが

よいと云ってゐるo 叉L.F.Roth.及び A.J.Riker氏④に依ると土壌の上方から liuchの聞の

sampleで調べたeJfP.H. 5.85よりもアルカリ性の場合には Pythiumはん Rhizoctoniaより

も多く分離されてゐたが、 P.H.5.85よりも酸性の時には Rhizoctoniaが普通に見られ、此の 2

つの菌は P.Hふ85の点でハyキリと分れてゐるけれど此の点は他の状態、特にヲミ{院に依って高

低があり、結局 pγthiumは中性若くは偲酸'1告の土でよく紫摘するが、 Rhizoctoniaは強酸性

土で優勢であり、 "fL枯病が 1つの菌に依るか、又は他の菌に依るかは、実験の範囲内では土の反
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応に制限されたと報告してある。きて筆者等も此の事について~応実験を試みたのであって、即

ち900cc容の広口ピシに杭燐酸及び霊炭酸ヅ戸ダで P.Hを菰製し丸庭鈴饗煎汁液200cc宛をと

り、殺菌後各ピシに一白金耳あて小型分生胞子・の懸間被を入れ、 280cで6日間培養後、各培養液

を蹴過して菌叢をとり絶乾して秤量したのであって、その結果は第2衰の通りであるo

第 2表 菌叢重畳表く g)

蒜京空号 2・4 5・6 6・1 s・8 7.2 
j 

0・12 0・33 0・37 .0・38 0-29 

2 0・18 0・26 0・44 一 0・32

3 0・15 0.40 0・34 一 0・34

4 0.14 0・34 0・35 0.37 0・26

5 0・12 0・34 一 0.36 0・25

四ーし一一企H_____l_ 附 州|凹7 0・29

上表の結果では、 l調製した P.Hの階段が少なかったのではあるが、実験の範間内では P.H

5.6--6・8の間でその生育が良好であった。

民薬剤に依る肪除試験

11:枯病防除についての薬剤について伊藤博士①及び寵井博士①は次の薬品について説明されて

ゐるがnnち硫酸銅液、硫酸、配酸叉は木酷、硝酸、フオルマリシ、グロ{ルピグリシ、有機7.K

銀製剤、硫黄、硫酸銅、木灰、硫酸アルミニウム、硫酸鉄、臨基性炭酸錦、 11妻酸銅、酸化銅顎、等

を挙げてゐる。叉 A.J.Riker外 3氏①は雑草の除去をもかねた立枯病に鈎する薬剤の誌験に疏

職、"eodiumdinitro-ortho-creso!ate~ 塩化第一水銀、硫酸第一鉄、 _illi酸化銅、塩化銅、硫
1 

酸アルミニウム、 mercuricphenyl cyanamid，酸化カドミウム、塩化第二水銀、エチlL-沃化

水銀、 Paraformaldehyde，酸化錦、炭酸銅、ーェチ11-燐酸7.K銀、燐酸アジモシ、 tetramethyl

thiuramdisulfide， hydraxymercurichlorophenoI， tetrachloroparabenzoquinone， Pe" 

ntachlorophenol等を土麗処理、或は藍子粉衣として試みた結果“mercuricphenyl cyan" 

amid及び酸化カドミウムの種子粉衣、及び甘京の土壌処理が;最も希望的なものであった"と報

台してゐるD 上記中 tetraehloroparabenzoquinoneはスペルゴレとして、 tetramethγlthiu"

ramdisulfideはエレサヅ、チオサシとして蔵品になってゐる、 さて我々が使用する場合にはそ

の{廃件とし℃考へねばならない事は、

く1)取扱並使用が簡単なこと
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(2)薬害の少ないとと

(3)入手が容易で日

等が必要であるが、筆者等の場合の1設に多少の欠点はあっても一時も早くその劉策を必要とする

場合には、それ等の点を満足させることは出来なかった。それで費用は割合に多く、多量に使川

する時は薬害が後に残ると云はれるが、然し入手の容易なウスプルヅ、メルグ 1コヅ、を使用する

こと λし、その他については現在街試験慣行中である。さてその結果は次の通りであった。

A 臨の発育と薬剤の濃度、処理時間との関係

使用した薬剤の濃度は次の通りであるD

ウスプルν メルグロユノ

5000f音 14.00倍

2500倍 700倍

1000倍 280倍

600f音 140倍

フオルマリν

50倍

100倍

200倍

上記の中フオルマリ νは市版品を使用した。之等の濃度別に1，.2， 4， 12， 24時間宛処理を行ひ

之を玉ネギ煎汁液に移摘し、 250cで10日間培養して菌の生死を調べたのであって、その結果は次

表の通りであるD

第 S表の 1

l日1子;;土日戸71i;177f-
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間 500 一 140 一

12時間 5000 一 1400 一 200 一

同 2500 700 一 100 

同 1000 一 280 50 
一一一一一

同 500 一 1400 一

24時間 5000 一 400 一 200 一

同 2500 700 + 100 一

同 1000 十 280 50 一

同 500 一 140 

上表に依りウスプルνの場合では500f~液で 1 時間以上、メルグロシでは700倍液で 12時間以上

直接菌に作用させれば大体に於てよい事が知られる。ウスプ)J，-ν、叉はメルグロユ/の濃度を更に

高めた場合には第3表の 2の様になるD

第 3表の 2

考

同 125 Iー I-- I 34 I一

一1RJ___I_I_Q_Q_..1一二|一二1_2し一

一lRJ一一|一_!QQ_I-三一|一二一I 50 I ー

l一一_-一一二二一|一二1__ 34_1-.::二J一二号一 一一

日 iて日ーテI~I-::~l-て1で



ふ

同 1__  80_1ー 生|三二

次に問題となることは発芽叉は稚苗と薬害との関係である。 此の関係を知る為にvヤ円レ戸内

K溌芽誠献の場合と同様に?塵紙をLき、之に種子各50駐宛をおいて各種の濃度に調製したウスプ

)1--ν、メルグロνを各シヤ戸レ{に2・5c.cあて入れ、更に 1Eおいて3日自に1・5cocあて添加し、

以後は水道水で71<分を干す給して260cyC調節した定iA.器中に 1ヶ月入れて調査した。その結果は次

衰の通りである。

第 4 衷

薬 番 濃|第 1 回|第 2回第 3 回

剤 援 度ei発芽数擢病数|未発芽発芽数[』罷病到来発芽発芽数(擢病数|末発芽
無処理 1 13 12 

ウスプルシ 2 2000 1 21 1 18 1 29 I 25 I 25 I 25 17 I 12 I 33 
同 3 900 I 21 I 19 I 29 I 23 1 23 I 27 4.1 

同 4 
l後191
19 1 19 31 

同. 5 600 I 23 1 15 1 27 I 18 I 18 I 32 
i対171
17 I 17 

同 6 500 ，.1 20 1 12 I 30 I 26 1 3 I 24 12111| 38 

同 7 400 I 16 I 14 J 34 1 18 1 17 I 32 
|昔Ml

"14 I 14 36 
長11

8 1 .;f ~ 1 メノレグロシ 8 500 12 12 38 17 11 33 42 

同 9 140 一 一 50 一 一 50 一[-I 50 
同 10 70 一 50 50 -I -I 50 

( 7 ) 



プー=旦1 - 1 50 1 - 1 

1， _-= _ _I 5_Q_1-=-1ニ 50 I - I -いι

備考 後印は薬害と認められるもの、第1回はこの点については調査されなかった。

上表に依ると発育Lたものについては、ウスプルミ/900倍の濃度迄では薬害に依るものは見ら

れずに全部立枯病に依り倒れてゐる口然し之が800f告となると之が反釘に殆ど全部が薬害と認め

られるD 街薬剤処理したものぶ未発芽種子を 1日間流水中で沈じようし、後普通の発芽試験と同

様に処置したがも発芽したものは 1もなく之も一躍の薬害と認められる。信之に使った種子の発

芽率は75%のものである口

B 百畑に於ける試験

上の試験について考へられることはE 此の場合では使用した薬剤全部がそのまぶγヤ同ν戸内

に残留することであって、どの為に薬害も相当に大きく表はれることも考へられるロ之を苗畑に

使用した場合には同一濃度のものを同一量だけ使ったとしても、降水に依る稀択、又はシヤ戸レ

戸内の場合のように施用した薬剤が全部そのま L残留することはあり得なく浸透其他に依り失は

れ結局使用量全部が留るζ とはなく、従ってシヤ戸レ戸内で薬害の認められたものでも、苗畑に

使用した場合には呆告は前者程大きく表はれることはないであらうとは考へられるので、上の試

験で使用した程度の接度で試みることにしたロ此の訊験で{吏ワた薬剤の濃度、及ヒr:苗畑の組成、

反応はよ欠の通りである。

ウスプノレタν oOO倍 oOO倍 500f音 400f音

メノレグロヅ lOuO[1r 800倍 500倍 200倍

組 E見 粗砂 46.12% 

古田 E:T 29・38

徴砂 5.gu 

粘土 18・54

反 Fぷ P.I王5.8-u.J

との百畑にウスプノ]-:/、メルグロユ/で土揺出毒として処語!したのであって、之を 1[自治霞及び

2国消毒に分ち、 1回出毒は話題吉ij'7日、 2回出蓄は搭種前14日及ひ7日の2回で、坪さとiり5升の割合
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で土顔に万湿なく行きわたるようにしレ戸キでその表簡をかきまぜ乍ら如露で階布Lたロ此の処

置を行った後発芽率75%のアカマ y種子を m2 あたり 20g の割合でj話題し、先芽t三よ室次その悟:W~

数を調査したのであって、その結果は第5，6表に示す通りである口

第 6 表 消毒回数 1回
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第 6 表 消毒回数 2回

濃度 1 2 [i十一一一!
薬剤|町民門主|青写|門町内生ifJEFZl??Ll-り
|く83.4)く14.1可三玄5子百而泊五(77・4)1く15.0)1く7.6)く10C・0)1く81.4)1く14.4)1(4.2)1く100.0)1

無処理1'-66fl'1-12'1' 20'1'-793'1'"304'1'--59'! "3O'!' 393，' 9但江
亨天デ|面正面河口5i文芸~-I)()而]))1び1.7)1(18.8)1(8. 5)I (lOO;O)!(81 ，1)i(_1~. 0)1 くÖ~ 9)I(lqo~O) 
J1.-Y80ol 6551 -551 -291 793 !' 4281 1121 . 57! 597111J83 i 1671 861 13361 

|一一同町石市市州市JDF同 lmlT可同
600 l 1222118162J 136217762551|852I19981J旦|
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500 1'-9561_'1i.fl '"s2'l'lo56'1'-796'1 '-~5'1 '''5ifl~;Z5Î'1752 じ q.3 1 立
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備考第5，6表中括弧内の数字は%を示すo

上記 2表を見れば濃度に依る差がカコなりef陸、に誌はれるものとEはれるが、推計i去に依りそれ

を確めて見ることにした白此の計算に当ってばis筈三容を Bliss転換表に依り転挟して行ったもの
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で、その結果は次の通りである。

( 1 )ウスプノL-Yを使用した場合にその濃度及び処理回数に依る差

上記2表から計算に便利なように整理した原表は次の通りである。

計空~2_1__28'ι叫~

此の表に依り分散分折衷を作れば、

因 子|平方和|自由度|不偏分散|分散比

撰度

l]JILll% 
となり濃度に依る震は有意である。

更に諜度開の比較を見る為に

D2三二 F占(5 %) x 2I( x Vぉ = 227・7

IDI三15・09

Vl .. 172 : 173 : 17;[ " 175口 48.1.. 50，1 : -10.8: -0，4 : 20.1 

依って600倍のものが最もよく、 500倍が之に歯いてゐる。

以上の事から次の事柄を知る事が出来る。

A 濃度別に依る差は頗る顕著であるo

B 処理回数に依る差は認められない。

C 薬剤の濃度と処理回数との効力上の交互作用は認められない。

D 薬剤の1震度は600f告が最もよく、 500f昔、 400倍の順序となる。

( 2 )メルグロシを使用した場合にその濃度及び処理問数に依る差

前記ウスプルヅの場合と同様に計算すれば次の通りとなる。

l思表

( 10 ) 
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計

分散分析表

因 子 自由度 l不偏分散|分散比 F 

更に各種濃度の比較は

Vl.'V2: V3，'日 J竹=28.1.' 27.0 :ー23.5，'6.1，' 7.8 

D2言Fro(5 %) x 2K x VE = 615.0 

! D! >24.8 

Va:日，V2.V4，V{i

以上の結果より

A 濃度別に依る震は著しい。

B 処理回数に依る震は認められない。

G 濃度と処理回数との効力上の交互作用は認められない。

D 800f告の襟度のものが最もよい。

以上の様に大体ウスプルνの場合と略々同様な結果となった。

さて前述の様に薬剤に依る駆除については濃度に依り差のあることを知ったが、苗畑に被害苗

の表はれた時期を見れば第7衰の通りであるロ

第 7 表

( 11 ) 



枯死は上表以外にあるのであって、 6月四日以降に表はれてゐる。此の枯死したものは肉眼的

にも立枯病のものと異なり、更にその一昔sを殺菌したシヤ F レ戸内に入れ、定温器に移し-c1週

間程経過を見たが立枯病菌は認められなかったD 従って勿3悦古死本数全部が完全に枯死したもの

であって、立枯惇病菌は全くないとは云へないであらうが、あったとしてもその本数は極めて少

いものと，思はれる口上表を図示すれば第 1~2 図の様になる。

第 1，2図は何れも同じような形をレてゐる。即ち1回消毒の場合のl唯一の例外を除いては 6月

5日に最大を示してゐるD 最後の即ち調査開始後G週間目の調査ではその本数は一般に増加して

ゐるが、之は前調査時から相当の日数を経てゐるので、 lEtの間の催病数が逐次加算されたからで

あらう。

出本試験場附近のアカマヅ、カラマヅの苗畑で筆者等の指示に依りウスプルシ処理を行った

所、立柏病に依る被害は数字的にはハヅキリとはしなかワたが、前年に比較して非常に軽徴であ

( 12 ) 
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6，摘要

以上記述した所を摘記すれば次の通りである。

1，本試験は立枯病防除を目的として行った。

2，水素イオジ濃度との関係は本実験の範囲内ではP.H5.6~6.8の範囲内で菌糸の発育が良好であ

ったo

3，シヤ戸レ戸内に種子をおいて、ウスプルνもメルグロシを使用した場合には前者では800倍メ

ルグロユノでは500f音波ですでに薬害に依る被害が認証うられた白

4，商畑で使った場合にこの薬剤は濃度に依りその成績の差がともに顕著であって、実験の範囲

内では、ウスプルシは600f昔、メルグロヅでは800倍が有効であった。

5， 1回消毒と 2回消毒との間の差異は認められないロ従って消毒は1回で充分である。

自立枯菌はその strainの異るに従ってその性質も異はれてゐるので、従って本試験で得られ

た結果も他の strainのものに対しては無効であるがも知れなし、ロ換言すれば岳麓附近の立枯病

に対してのみ有効であるかも知れない。之等についτは各方面の試験を深く望むと共に御指導を

仰ぎたし、
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